
【特集】新たな地域「自治」の基盤・コミュニティセンター

地域を元気にするために
まちづくりの新拠点を
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　日本は平成20年を境に人口減少が始まり、人類史上まれな速さで少
子高齢化が進んでいます。市も同様の波が押し寄せていることから、
このままでは地域の活力が減退してしまうと考え、地域と協働でまち
づくりの新拠点を構える「地域が元気なまちづくり推進構想」を策定し
ました。今月号では、この構想に基づき設置する新たな自治の拠点、
コミュニティセンター（通称コミセン）のあらましを紹介します。
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コ
ミ
セ
ン
に
な
る
と
何
が
変
わ
る
の
か

そ
れ
で
は
、
公
民
館
が
コ
ミ
セ
ン
に

変
わ
る
と
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
管
理
運
営

の
主
体
が
地
域
振
興
協
議
会
に
変
わ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
市
は
、
指
定
管
理
と
い

う
制
度
に
よ
っ
て
、
各
地
の
地
域
振
興
協

議
会
に
コ
ミ
セ
ン
の
管
理
運
営
を
任
せ
ま

す
。
任
さ
れ
た
地
域
振
興
協
議
会
は
、
こ

れ
ま
で
公
民
館
で
行
っ
て
き
た
生
涯
学
習

事
業
を
主
体
的
に
企
画・
立
案
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
が
展
開
さ

れ
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
会
議
室
な
ど
の
貸
し
出
し
業
務

も
、
指
定
管
理
を
受
け
た
地
域
振
興
協
議

会
が
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
予
約
な
ど

の
方
法
は
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
何
ら
不
便
に
な
る
と
こ
ろ
は
な

く
、
生
涯
学
習
や
体
育
事
業
な
ど
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た

も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
仕
事
を
行
う
た
め
に
は
、
専

任
の
職
員
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ミ
セ
ン
に
は
事
務
局
を
置
き
、
地

域
振
興
協
議
会
が
採
用
し
た
職
員
が
従
事

し
ま
す
。
地
域
に
採
用
さ
れ
た
職
員
が
、

地
域
の
こ
と
を
専
門
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
地
域
に
精
通
し
た
人
材
を
、
地
域

が
雇
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
枠
組
み
に
留

ま
ら
な
い
、
よ
り
幅
広
い
取
り
組
み
を
行

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
こ
と
を
専
門
に

考
え
る
と
い
う
体
制
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の「
共
助
」
を
よ

り
大
き
な
視
点
か
ら
考
え
る
事
務
局
を
地

域
に
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
は
、
合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
活
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
地
域
が
考
え
、
地
域
が
実
行
す

る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
平
成
19
年

か
ら
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
花
植
栽
や
公
園
の

環
境
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
地
域
資
源

学
習
な
ど
、
６
年
間
で
総
数
５
６
２
件
の

事
業
に
約
７
千
９
百
万
円
が
活
用
さ
れ
、

地
域
活
性
化
の
一
助
と
し
て
定
着
。
多
く

の
成
果
が
上
が
り
、
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
声
に

応
え
て
何
度
か
補
助
要
件
の
見
直
し
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
行
う
に
は
、
こ
の
事
業
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

で
は
、
国
勢
調
査
を
基
に
し
た
将

来
人
口
の
予
測
を
定
期
的
に
発
表
し
て
い

ま
す
。
下
の
グ
ラ
フ（
図
１
）は
、
22
年
に

行
わ
れ
た
国
勢
調
査
を
基
に
作
成
さ
れ
た

市
の
将
来
人
口
推
計
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
市
の
人
口
は
減
少
し

続
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

の
人
口
は
、
昭
和
35
年
の
５
万
３
８
０
５

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
今
か
ら
１
年
後
の
平
成
27
年
に
は

公
民
館
を
地
域
の
元
気
づ
く
り
拠
点
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
平
成
18
年
か
ら
、
各
地
域
に

従
来
か
ら
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
単
位
と

し
て
、
左
の
表
１
の
よ
う
に
12
の
地
域
振

興
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
小
さ
な
自
治
会
な
ど
の
基
礎

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を
支
援
す
る
中

間
共
同
体
と
し
て
の
役
割
や
、
自
治
会
よ

り
も
広
域
な
目
線
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を

行
う「
共
助
」の
基
盤
が
強
化
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
地
域
振
興
協
議
会
と
同
じ

単
位
で
、
地
区
に
公
民
館
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
公
民
館
は
、
昭
和
20
年
代
か
ら
、

主
に
成
人
に
対
す
る
社
会
教
育
の
実
践
の

場
と
し
て
全
国
に
整
備
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
が
、
こ
れ
に「
地
域
活
動
の
拠
点
」と

い
う
位
置
付
け
を
新
た
に
追
加
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
加
え
、「
地
域
づ
く
り

活
動
を
行
う
場
」と
し
、
地
域
振
興
協
議

会
が
雇
用
す
る
職
員
が
そ
こ
で
中
心
的
な

役
割
を
担
当
。
公
民
館
と
い
う
名
称
に
つ

い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
通

称
＝
コ
ミ
セ
ン
）と
改
め
ま
す
。

表１　地域振興協議会と公民館・コミュニ
ティセンターの名称
地域振興協議会 現在の公民館

コミュニティセンター名称
活気あふれる大更を
創る会

大更公民館
大更コミュニティセンター

八幡平市田頭地域振
興協議会

田頭公民館
田頭コミュニティセンター

八幡平市平舘地域振
興協議会

平舘公民館
平舘コミュニティセンター

八幡平市寺田地域振
興協議会

寺田公民館
寺田コミュニティセンター

八幡平市松尾地区地
域振興協議会

松尾地区公民館
松尾コミュニティセンター

細野地区振興協議会 細野公民館
細野コミュニティセンター

畑地区振興協議会 畑公民館
畑コミュニティセンター

荒屋地区振興協議会 若者センター
荒屋コミュニティセンター

五日市振興協議会 五日市公民館
五日市コミュニティセンター

八幡平市浅沢地域振
興協議会

浅沢公民館
浅沢コミュニティセンター

田山地域振興協議会 田山公民館
田山コミュニティセンター

舘市地区振興協議会 舘市公民館
舘市コミュニティセンター

そ
の
半
分
以
下
と
な
る
２
万
６
４
８
７
人

に
、そ
し
て
、16
年
後
の
平
成
42
年
に
は
、

２
万
人
を
割
り
込
む
寸
前
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
26
年
後
の
平
成
52
年
に
は
、

22
年
の
57
・
４
％
と
な
る
１
万
６
４
６
５

人
と
な
り
、
最
盛
期
の
３
割
程
度
に
ま
で

人
口
が
落
ち
込
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
活
力
の
維
持
に

極
め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
右
下
の
図
２
に
掲

げ
た「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」の
３

つ
に
区
分
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
区
分
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
の

が
身
近
な
単
位
で
行
わ
れ
る「
共
助
」

で
す
。
こ
れ
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
不
可
欠
で
す
が
、
上
の
グ

ラ
フ（
図
１
）に
も
示
す
よ
う
に
、
地

域
の
人
口
は
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
基
礎
は
人
で
す
。
そ
の
人

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
こ
の
活
力
減
退
を
防
ぐ
た
め
に
検

討
を
重
ね
、
一
つ
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
回
お
示
し
す
る
、

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
地
域

に
つ
く
ろ
う
』と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
活
力
の
基
礎
と
な
る
人
口
が
減
少

コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
共
助
の
基
盤
づ
く
り

コ
ミ
セ
ン
は
、
下
の
図
３
の
よ
う
な

体
制
で
仕
事
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
が
各
地
区
の
地
域
振
興
協
議
会

を
指
定
管
理
者
と
し
、
コ
ミ
セ
ン
の
管
理

運
営
を
任
せ
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
振
興
協

議
会
へ
参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
の「
共

助
」を
支
え
る
基
盤
を
形
づ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
コ
ミ
セ
ン
と
地
域
振
興
協
議

会
だ
け
で
は
、
共
助
も
自
治
も
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
最
も
重
要
な
の
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画
で
す
。

　
人
口
減
少
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

ど
う
し
て
も
活
力
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
地
域
の
課
題
を
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
人
や

予
算
と
い
っ
た
地
域
の
限
ら
れ
た
資
源
を

ど
こ
に
投
入
す
る
の
か
」「
地
域
振
興
協

議
会
を
中
心
に
し
て
、
地
域
全

体
の
た
め
に
は
、
優
先
順
位
を

ど
の
よ
う
に
つ
け
て
何
を
す
る

の
が
良
い
の
か
」
を
話
し
合
っ

て
、
地
域
が
自
ら
決
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
口
減
少
時
代
の
中
で
、「
共

助
」を
行
う
基
盤
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
い
か
に
守
り
育

て
て
い
く
の
か
。
そ
の
活
動
の

中
心
と
な
る
の
が
、
新
た
に
設

置
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
す
。

図１　市の将来人口推計（国立
社会保障・人口問題研究所）

【特集】新たな地域「自治」の基盤・コミュニティセンター

図２　自助・共助・公助の内容と一例

図３　コミセンの管理運営体制

運営
参画

【利用・参加】
まちづくり活動
生涯学習活動
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コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
、
地
域
を
元
気
に

公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
変
わ
る
こ
と
で
、
地
域
は
、
地

域
が
本
来
持
っ
て
い
る
自
治
の
機
能
を
大

幅
に
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局

が
、
地
域
の
事
務
局
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
で
、地
域
に
お
け
る「
共

助
」
が
、
よ
り
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
地
域
に
と
っ
て
、
い
ま
何
が
一
番
必
要

な
の
か
、
最
も
良
く
知
っ
て
い
る
の
は
、

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。市
は
、

コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
地
域
の
自
治
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
が
元
気
に
な
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
企
画
総
務
部
地
域
振
興
課

（
☎
・
内
線
１
１
４
４
）ま
で
。

地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
で
で
き
る
こ
と

指
定
管
理
な
ど
で
行
う
コ
ミ
セ
ン
の
仕
事

コミュニティ
事業

生涯学習・
スポーツ
事業

施設管理
運営事業

（指定管理事業）

（交付金事業）

図４　コミセンの業務

「
地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
」
を
創
設

新
し
い
制
度
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

事
業
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
補
助
金
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
対
象
は
、
❶
地
域

の
活
性
化
、
❷
地
域
の
安
全
、
❸
福
祉
の

充
実
、
❹
生
活
環
境
の
保
全
、
❺
地
域
の

伝
統
文
化
振
興
の
５
つ
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
た
だ
し
、
住
民
の
手
で
行
わ
れ

な
い
事
業
や
単
な
る
設
備
整
備
や
購
入
を

目
的
と
し
た
事
業
、
営
利
や
政
治
・
宗
教

に
関
す
る
も
の
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

表３　一般事業の対象経費となるもの
項　目 内　　　容

報償費 地域外の講師への謝金
旅費 研修の日帰り交通費実費など

需
用
費

消耗品費 封筒・文具類など
燃料費 下刈機の燃料代など
印刷製本費 チラシ印刷、写真代など
光熱水費 イベント会場の水道使用料など

役
務
費

通信運搬費 事務用切手など
広告料 参加者募集用の広告など
手数料 振り込み料、クリーニング代など
保険料 イベント保険料など

委託料 危険作業や有資格者への委託料
使用料・賃借料 イベント資機材、会場使用料
備品購入費 協働事業の実施に不可欠な備品
原材料費 公園整備に係る砂利、苗木など

切
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、

交
付
金
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、
ペ
ー
ジ

左
上
の
表
３
に
掲
げ
た
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
の
対

象
と
し
て
き
た
経
費
は
、
基
本
的
に
網
羅

さ
れ
て
い
ま
す
。
変
更
点
は
先
述
の
と
お

り
で
す
の
で
、
実
施
主
体
の
裁
量
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
に
な
る
こ

と
に
よ
る
大
き
な
変
更
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
、

複
数
の
地
域
振
興
協
議
会
、
ま
た
は
地
域

振
興
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
て
行
う

も
の
を
対
象
と
し
た「
地
域
連
携
事
業
」を

に
年
度
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
全
体
を

一
括
で
申
請
・
交
付
・
精
算
す
る
制
度
に

改
め
ま
す
。

　
実
施
す
る
事
業
の
採
択
、
配
分
す
る
事

業
費
の
額
な
ど
は
、
す
べ
て
地
域
振
興
協

議
会
の
裁
量
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か
、

❶
公
益
性
、
❷
必
要
性
、
❸
発
展
性
・
継

続
性
、
❹
費
用
妥
当
性
の
４
つ
の
観
点
か

ら
事
業
を
判
断
。
各
年
度
に
配
分
さ
れ
る

予
算
の
範
囲
内
で
、
自
分
た
ち
で
決
定
・

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。年
度
内
で
、

緊
急
に
実
施
し
た
い
事
業
が
で
き
た
場
合

に
も
、
予
算
の
範
囲
内
で
自
由
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
域
振
興
協
議
会
が
コ
ミ
セ
ン
を
運

営
す
る
と
、
大
き
く
は
左
の
図
４

に
掲
げ
る
３
つ
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
図
４
の
上
段
に
挙
げ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
地
域
振
興
協
議

会
が「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」

な
ど
を
活
用
し
て
行
っ
て
き
た
地
域
づ
く

り
活
動
に
相
当
す
る
仕
事
で
す
。

　
図
４
の
下
段
に
挙
げ
た
２
つ
の
円
に
示

す「
生
涯
学
習・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
」「
施
設

管
理
運
営
事
業
」
が
、
今
回
の
指
定
管
理

に
よ
っ
て
地
域
振
興
協
議
会
が
新
た
に
行

う
こ
と
に
な
る
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
公
民

館
が
行
っ
て
き
た
仕
事
で
す
。

　
市
は
、
こ
の
業
務
に
つ
い
て
、
表
2
に

掲
げ
た
５
つ
の
事
業
区
分
を
網
羅
し
て
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
基
準
を
設
け
ま
し
た
。ま
た
、

講
座
な
ど
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
当
面

は
企
画
や
実
施
へ
の
応
援
を
行
い
、
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
４
月
か
ら
無
理
な
く
事
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
、
地
域
振
興
協
議
会
が

採
用
予
定
の
事
務
局
職
員
を
、
市
が
、
25

年
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
、
実

際
に
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
公
民
館

に
臨
時
職
員
と
し
て
配
属
。
事
業
の
企
画

や
実
施
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
火
管
理
者
な
ど
各
種
資
格
取

得
に
必
要
な
講
習
会
や
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
に
加
え
、
指
定

管
理
者
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
事
務
に

つ
い
て
の
協
議
な
ど
、
コ
ミ
セ
ン
移
行
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

の
な
ど
は
、
交
付
金
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
従
来
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
補
助
金
と

の
違
い
は
、
危
険
を
伴

う
作
業
や
有
資
格
者
以

外
に
で
き
な
い
作
業
な

ど
を
外
部
に
委
託
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
と
、
地
域
の
共
助

事
業
実
施
に
必
要
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
備
品
の

購
入
を
認
め
る
よ
う
基

準
を
緩
和
し
た
点
で
す
。

　
一
方
で
、
食
糧
費
お

よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
一

新
た
に
設
け
た
こ
と
で
す
。

　
地
域
連
携
事
業
は
、
一
般
事
業
と
同
様

に
自
ら
企
画
・
実
施
す
る
❶
地
域
の
活
性

化
、
❷
地
域
の
安
全
、
❸
福
祉
の
充
実
、

❹
生
活
環
境
の
保
全
、
❺
地
域
の
伝
統
文

化
振
興
の
５
つ
を
目
的
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
対
し
て
、
１
事
業
に
つ
き
20
万

円
を
上
限
に
、
年
１
０
０
万
円
の
範
囲
内

で
交
付
し
ま
す
。

　
複
数
の
地
域
振
興
協
議
会
に
地
域
が
ま

た
が
る
よ
う
な
広
域
的
に
展
開
す
る
事
業

や
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
て
行
う
よ

う
な
事
業
な
ど
が
、
交
付
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
対
象
経
費
に
つ
い
て
も
、
表
３
に
掲
げ

た
一
般
事
業
の
も
の
と
基
本
的
に
同
様
で

す
が
、
複
数
の
団
体
で
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
備
品
に
つ
い
て
は
対
象

と
し
ま
せ
ん
。

市
は
、
地
域
の
活
性
化
、
住
民
の
連

携
お
よ
び
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
民
が
自
主
的
に
行
う
公
共
性
、
公

益
性
の
あ
る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助

金
制
度
」を
運
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ミ
セ
ン
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
力
は
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に

地
域
の
裁
量
を
大
き
く
し
た
、
よ
り
自
由

で
利
便
性
が
高
い
も
の
に
す
る
こ
と
で
、

よ
り
一
層
の
地
域
自
治
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
制

度
を
大
幅
に
見
直
し
ま
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
事

業
は
、
地
域
振
興
協
議
会
が
独

自
に
行
う「
一
般
事
業
」
と
、

複
数
の
地
域
振
興
協
議
会
あ
る

い
は
地
域
振
興
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
連
携
し
て
行
う「
地
域
連

携
事
業
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
解
説
し
ま
す
。

地
域
で
考
え
る
課
題
を
機

動
的
に
解
決
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
市
に

対
し
て
１
事
業
ご
と
に
申
請
・

交
付
・
精
算
を
す
る
の
で
は
な

く
、
上
の
図
５
に
示
し
た
よ
う

図５　「一般事業」実施の流れ

【特集】新たな地域「自治」の基盤・コミュニティセンター

❶青少年事業
❷成人・女性事業
❸高齢者事業
❹芸術・文化
❺スポーツ

表２　生涯学習・スポーツ事業の区分
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